
2　事業概要

令和４年度市町村における「健康長寿に係るイチオシ事業」

上尾市市町村名

1　事業名(タイトル) アッピー健康マイレージ事業

上尾市では、平成３０年度から埼玉県が推進する埼玉県コバトン健康マイレージ事業に参

加しているが、市独自のアッピー健康マイレージ事業として、運動講座等のプログラムの

運営や、一定以上の期間に平均歩数を満たした方に抽選を行い、当選者には賞品のプレゼ

ントを行う等の内容を展開している。

　運動講座プログラムについては、健康マイレージ事業への参加者増加の目的のみではな

く、事業の企画段階から健康運動指導士等の専門家に講師を依頼し、正しい歩き方を見直

すための機会や、自宅で気軽に継続できる筋力トレーニングの方法等の啓発を同時に提供

するプログラムを展開している。

（１）取り組みの内容

①　参加者の募集

一般周知として広報誌によるPRや市内各公的機関等へポスター掲示、チラシの設置を

実施した。さらに子育て世代に対しては乳幼児健康診査等の母子保健事業を通してチラシ

配布を行った。

　また、今年度よりアプリの新規登録希望者、歩数計からの切替希望者を対象にアプリの

登録サポートを行うアプリ登録講習会を実施した。

②　Q＆Aの作成

　令和２年６月に半年以上歩数データの送信記録のない参加者を対象に実施したアンケー

ト結果をもとに、参加中断者が疑問に感じている内容についてQ＆Aの資料を作成した。

③　アッピー健康マイレージプログラムの展開

　簡単なヨガと子どもも楽しめるミニゲームを取り入れた親子ヨガ講座（６月、７月）、

ウォーキング習慣の継続による体力変化について確認してもらう体力測定会（６月、

１1月）、効果的にウォーキングに取り組んでもらうためのウォーキング講座（１２

月）、自宅で気軽に継続できる筋力トレーニング講座（２月予定）を実施した。

④　参加者へのチラシ発送・プッシュ通知機能の活用

　一定期間歩数送信がない利用者に対し、歩数送信の促しと市の健康づくりに関する事

業、アプリ登録講習会を案内するチラシを発送した。

　また、スマートフォンアプリ参加者に対してもプッシュ通知を活用し、ウォーキングの

促進や抽選賞品についての周知を行った。



5　事業効果 等

人

千円

4,085

2,684

・毎日３０分位のウォーキングの実行を目標にしたい。（体力測定会）

・ウォーキングというと歩数、時間を気にしながら歩いていましたが、骨盤や姿勢を気に

しながら参考になりました。（ウォーキング講座）

④　コバトン健康マイレージ参加者のうち、国民健康保険加入者に対するアンケート

　　及び特定健診結果の分析結果（別添資料「令和３年コバトン健康マイレージアンケー

ト結果」及び「令和３年度埼玉県コバトン健康マイレージ事業効果検証」参照）

　事業参加前後で、４項目（体重・中性脂肪･LDLコレステロール･γGTP）で減少がみら

れた。HDLコレステロールと収縮期血圧の項目のみ参加前と参加後の平均値に検定による

有意な差がみられた。また、アンケートの結果から、本事業が健康に対する意識の変化や

継続した取り組みへのモチベーションにつながっていることが示唆された。

3　参加者数 備考 令和4年10月末時点

4　予算 備考

フォンアプリの啓発を行い、働き盛り世代の参加をさらに促していく必要がある。

②　参加中断者への働きかけ

　参加中断者に対し、歩数の送信方法やアプリ登録講習会に関する個別通知を行い、参加

中断者が再び取り組みへの意識を促す働きかけを行った。通知後、約１０％の参加者が２

か月以内に健康マイレージ事業を再開していることがわかった。

③　アッピー健康マイレージプログラム参加による運動意欲の向上（アンケート結果より

抜粋）

・広い場所がなくても体を動かせることがわかりました。家でも実践しようと思います。

（親子deヨガ）

・筋肉量が思っていたほどなかったので筋肉運動をもっと増やしたい。（体力測定会）

　（１）事業効果

①　スマートフォンアプリ参加者の増加

　R３年度に引き続き上尾市版アプリ登録方法のオリジナルパンフレットを作成したとこ

ろ、令和４年度１０月現在の参加者全体における新規スマートフォンアプリ参加者の割合

が８６％と、昨年度から２％増加し、多くのスマートフォンアプリ参加者を獲得すること

ができた。スマートフォン参加者の年代別の割合を見ると４０代と５０代（２３．６％）

が最も多く、次いで３０代（２１％）、６０代（１５％）と続いた。（別添グラフ「令和

４年度スマートフォン参加者割合」「新規参加者媒体別割合」）

　このことから、働き盛り世代の事業参加を促す上で、スマートフォンアプリはいつでも

どこでも歩数データを送信することができる等の利便性を感じやすいと考えられるため、

スマートフォンアプリの啓発は有効であると考えられる。そのため、今後も、スマート



7　写真・グラフ 等

6　その他（課題等）

①　特定健康診査のデータを用いた効果検証の実施

　今年度、特定健康診査のデータを用いた効果検証を実施したが、サンプル数が少なく事

業効果の検証を表すほどの有意差は確認できなかった。サンプル数を増やしつつ、継続し

てデータを積み重ねていく必要がある。

②　働き盛り世代の参加促進

　働き盛り世代の新規参加者は増加傾向にあるが、令和４年度１０月現在の本市の参加者

は、６０歳以上が４２．１％を占めている。働き盛り世代の参加をさらに促すため、次年

度以降も事業やイベント開催時等で周知啓発の拡充を行う必要がある。

【参加者：４，０８５人、６０歳以上：１，７１８人、６０歳未満：２，３６７人】

ウォーキング講座

体力測定会

※ 全項目の結果については、別添「令和3年度埼玉県コバトン健康マイレージ事業効果検証」

を参照。


